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児童が非認知能力の「よさ」を認識し、 

非認知能力を発揮している児童を見取る教員の視座を養う授業について 
 

400字戯曲創作（第１回）学習指導案 
                                                    

枚方市立西長尾小学校 

校長 武田正道 

 

(1)目 標 

「創作戯曲」を完成させ、戯曲の特徴や、表現のおもしろさを味わわせるなかで、他者理解力 

の土台となる力(非認知能力)を育むとともに、児童の非認知能力を見取る教員の視座を養う。 

 

(2)指導観 

令和３年１月２６日の中央教育審議会答申には、急激に変化する時代の中で、子どもたちに育むべ

き資質・能力を、次のように示している。（「令和の日本型学校教育」の構築を目指して～すべての子供

たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、共同的な学びの実現～ 令和 3 年 1 月 26 日、中央教育審議

会答申より） 

 

一人一人の児童生徒が、自分のよさや可能性を認識するとともに、あらゆる他者を価値の 

ある存在として尊重し、多様な人々と協働しながら様々な社会的変化を乗り越え、豊かな 

人生を切り拓き、持続可能な社会の創り手となることができるようにすることが必要 

 

これらの資質・能力の本質的な骨格となるものが、「非認知能力」である。岡山大学准教授の

中山芳一氏は、これらの力を下の３つに分類している。 

 

・自己と向き合う力    ……柔軟性、謙虚さ、忍耐力、目標への情熱 

・他者と協働するための力 ……思いやり、他人への敬意、社交性  

・自己を高める力     ……自信、楽観性、自尊感情 

（出典：中山芳一著『学力テストで測れない非認知能力が子どもを伸ばす』2018 年、東京書籍） 

 

本校ではこれを参考に、非認知能力を下記のように解釈整理した。 

 

・自己と向き合う力（柔軟性、謙虚さ、ねばり強さ〔忍耐力〕、目標への熱意） 
・他者とつながる力（思いやり、他者への敬意、協調性）  
・自己を高める力（自信、楽観性〔挑戦する意思〕、創造性、自尊感情、自己肯定感） 
 
これらの力を伸ばす意思を育む取り組みとして、創作劇活動に取り組むこととした。 

創作劇活動により、育まれる非認知能力は上記３項目をすべて網羅するものととらえることが

でき、しかも楽しく継続的に取り組めるものとして、組織全体で効果の高さを実証したいと考え

た。 

＜参考＞ 

近年、全国各地で演劇を活用した教育が研究実践されるようになってきているが、その中で主

流となっているのが、教室のなかで出来る簡単なコミュニケーションゲームや、スキットと呼ば

れる短い台本を使って子どもたちが展開を考えていくワークショップ形式のものである。 

今回実施する「400字戯曲創作」は、それらに準ずるもので、子どもたち自身が、自分の力で短

い台本を創作する取り組みとなっている。 

 

(3)教材観 

○「400 字戯曲創作」について 

自分の気持ちを主体的に伝えられる力を持つことは、子どもの自信を育てるだけでなく、子ど
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もたちどうしのコミュニケーションの質が高くなることに必ずつながっていく。 

子ども自身が創作物の作者になることで、言葉によって楽しく交流できる教育活動が、「400 字

戯曲創作」（台詞だけの台本づくり）である。継続して取り組むことで、自分の表現に自信を育

み、漢方薬のように、子どもの振舞いや言動に「他人への配慮」が込められるようになることを

期待している。 

 

○中学年（小学第 3・4学年）における効果について 

中学年は、脳の前頭葉が発達し始め、他者意識への視点が育ち、他者とのかかわりのあり方の

基礎を、実生活の中で磨き始める時期である。このころになると、これまでの成功体験に基づい

たコミュニケーションに関する自信を裏付けにした行動を個々人が行うようになる。 

それらの行動の中で、価値観や方法の違いから人間関係上のトラブルが自ずと生起する。その

ような経験を重ねる中でより良い人間関係のあり方を身につけていくことができると考えられ

る。 

したがって、この時期に意図的にコミュニケーション能力を鍛える体験をすることは、他者意

識を育むためには大変に効果的であると考えている。その具体的な方法として、話し言葉のコミ

ュニケーションを自ら対話的に創り、発表しあうといった 400 字戯曲創作指導が効果を上げや

すいと考えている。本指導を実施する際には、１・２年時に育まれた「積極的なコミュニケーシ

ョンの良さという認識をさらに強めるものとして言葉が存在する」こと、また、「言葉は、表現

の豊かさを表出するための価値の高いもの」としての認識をさせておきたい。このような「話し

言葉」によるコミュニケーションに関する自信へと導いていくことを意識して指導することが

大切である。 

 

(4)指導計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時 学 習 内 容 非認知能力への働きかけ 

（意識させ、気づかせたい非認知能力） 

１ 
400字戯曲創作 自己と向き合う力（ねばりづよさ） 

（柔軟性） 

２ 400字戯曲創作  

交流・発表及び鑑賞 

他者とつながる力（他者への敬意） 

自己を高める力（自己肯定感・自信） 

       （楽観性〔挑戦する意思〕） ３ 

２ 
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(5)展 開 

第１時 

時間 
学習内容・学習活動 

予想される児童(生徒)の反応 

指導上の留意点（◎） 

理解のための支援(☆)、促し(・) 

非認知能力への

働きかけ 

７分 

 

 

 

 

 

導

入 

 

 

１）物語について学んだことを

振り返る 

 ・出来事の流れの中で中心人物

が変容する（山場がある）。 

 ・『かさこじぞう』『モチモチ

の木』『お手紙』など（下の

学年で学んだ作品に触れる） 

 

２）短い台本をつくることを確

認する 

 

３）作品例を聞き、これから作

る台本の量や書き方をイメー

ジする 

 ・きょうだいでおやつを分け

合う…低中高 

 ・黒板に穴が開いていて不思

議な体験をした…低中高 

・学校に忘れた宿題を先生が

  もってきてくれた…中高 

 

 

・台詞だけで頭の中に絵が浮か

んだ。 

  ・説明がないけどわかった。 

・主人公の気持ちが○○○の

ように変わった 

 

 

◎これまで国語で学んできた物語

文の学習を振り返らせる 

・物語ってどのようなものかな？ 

・印象に残っている物語は？ 

・山場＝頭の中の絵が大きく変わ

るところ 

 

◎本日行うことを確認する 

・今日はみなさんに物語・演劇の

台本を作ってもらいます(戯曲と

いいます) 

◎作品例を範読 （資料1･2･3） 

◎作品例読後、作品に表現されて

いる物語の要素について触れる 

・ どんなお話しでしたか？ 

・聴いていて、書き方などで気づ

いたことを教えてください 

・これはいつのできごとかな？ 

・場所はどこかな？ 

・ どんな人かな？ 

◎戯曲表現の工夫による面白さを 

確認する 

・ 台詞だけでこんなに絵が浮かぶ

んだね。言葉って面白いね 

・自分が作る世界に一つだけの物

語です。どんなお話しができる

のか、とても楽しみです 

 

 

・めあての提示

時に、取り組

みの中で、「ね

ばりづよさ」を

意識させるよ

うに声掛けを

する 

 

 

 

 

 

・範読は絵が浮

かぶように意識

して読む 

 

 

 

 

 

 

・読む人や聞く

人に伝える工

夫をしっかり込

めて（他者への

敬意）書かれて

いることを確

認し、創る過

程で、「相手に

伝わるかどう

かをしっかり考

えて書く」こと

が大切である

ことを伝える 

 

めあて：ねばり強く取り組み、小さな物語の台本を完成させよう 

３ 
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25分 

 

 

 

展 

開 

１ 

１）台本を書く際の原稿用紙の

使い方を知る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）原稿用紙に書き始める 

・書きながら、湧いた疑問を指

導者に質問する 

 

・書き進めるなかで、指導者か

ら助言を得、自身の表現に工

夫を重ねていく 

 

３）完成したら何度も読み返し、他

の人に伝わるかどうか教員へ

提出し、確認を受ける（完成

したら２枚目〈裏面〉に挑戦

する） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎原稿用紙の使い方を説明する 

・例文を黒板に提示 

・書き方のルールを説明 

① 登場人物は2人。台詞の上に

書く名前は一文字 

② 起承転結を意識(主人公が変

容する) 

③ 台詞だけで伝わるように工夫

（地の文や説明書き[ト書き]

は書かない） 

④ 擬音なども書かず、台詞の中

で音を感じさせる表現を工夫 

 

◎原稿用紙を配付する 

◎思い浮かばない場合は、日常生

活をふり返り、自分が変化した

場面を思い出させる  

※心のひと言シートの活用 

・変化したきっかけとなった言葉

に注目させる（その言葉が山場

となる） 

 

◎児童からの書き方の質問対応 

・考え方を伝えるポイント 

① 聴き手が登場人物の動きや気

持ちをイメージできるか 
② 登場人物は人間でなくてもよ

いが人のように考え、感じ、

話す 

③ 時・場・人物がわかるように

工夫する 

 

☆この段階でストーリーを地の文

で書いている児童がいたら、そ

れを台本にしてみようと伝えて

助言し、別の原稿用紙に書かせ

る 

 

☆書けない児童がいる場合、 

頭の中にどんな絵が浮かんでい

るかを話させて、冒頭の対話だ

け支援する例…「Ａ あれ？ 

これ何？」「Ｂ ○○、あんた、

忘れたやろ？」など 

 

 

 

 

 

 

 

・質問の質・態

度に着目 

 

・非認知能力を

見立てる視点 

※自己を高める 

  力 

・挑戦する意思 

 

※他者とつなが

る力 

・意思の伝わりや

すい表現（思い

やり・他者への敬

意） 

 

※自己に向き合

う力 

・助言を受け入れ

る謙虚さや柔軟

性 

 

 これらがみられ

た時に 

 「意識づけ」 

の声掛け 

 ＝この観点で 

ほめる 

     

子どもにとって

価値を共有した

い大人となるよ

うに接する 

４ 
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 ５分 

 

 

 

展 

開 

２ 

 

 

 

４）隣の人と作品を交流しあう 

自分の作品を読み聞かせ合

い、下の項目について伝え合

う 

・良いところとその理由 

・頭に浮かんだ絵を言葉で表現 

・作品がもっと面白くなる工夫

のアドバイス 

・わからないところ 

 

５）交流後、自分の作品を修正

 ※修正しない場合もあり 

◎残り10分になったら、いったん

執筆をやめさせて5分間隣の人と

交流させる。交流の際のポイン

トは左の４項目であることを伝

える（時間がない場合は省く） 

 

◎机間指導 

  非認知能力を発揮していると

ころを褒め、価値づけする 

 

 

 

 

 

 

 

◎他者理解力 

・助言を受け入れ 

る謙虚さ 

・他者への敬意 

 

８分 

 

ま

と

め 

 

１）振り返りとその共有 

 執筆・交流したことを通して

気づいたことを発表しあう 

 

 ＜以下例＞ 

・音を感じさせるのに苦労した 

・できないと思っていたけど、 

あきらめずに取組んだら完成 

させることができた 

・台詞だけで場面絵が浮かんだ 

・聴く人が楽しめるように工夫

 されていた 

・想像することがたのしかった 

 

◎作品をいったん提出させる 

  ここまでできなくても、次の

時間の最初の10分間、執筆時間

を与えることを伝えておく。 

・期限までに書く努力は必要だが、

早く書けるのが良いこととは限

らない。じっくり取り組むことで

作品がより良くなる場合もある 

 

 

◎気づいたことを共有させる 

・伝えたい人に挙手をさせて発表 

 させる 

 

◎次回以降の授業を予告しておく 

 ①自分の作品の再点検（10分） 

 ②発表（指導者が朗読） 

③振り返り（10分） 

 

◎気づきと価値

を共有 

 

発言、行動の質

に着目 

・非認知能力の

見立て 

※自己を高める 

力 

※他者とつなが

る力 

※自己と向き合う

力 

 

・これらに関わ

る発言等をほ

める 

 

 

※こころのひとことシート： 

朝の短学活時、個人で身の回りの出来事で印象に残ったことをスピーチさせる際に、事前に話を

組み立てるために時・場・人物・心に残った台詞（一言）を整理するためのシート。 

 

＜板書計画＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ね
ば
り
強
く
取
り
組
み
、 

小
さ
な
物
語
の
台
本
を
つ
く
ろ
う
。 

物
語
と
は
？ 

・
出
来
事
の
流
れ
の
中
で
人
物
が
変
わ
る
。 

・
山
場
が
あ
る
。 

 
 

                  

振
り
返
り 

 
 
 

 
 

（
共
有
し
た
気
づ
き
を
書
く
） 

   
 

作 

品 

例 

  

書
き
方
の
ル
ー
ル 

①
登
場
人
物
は
二
人 

②
起
承
転
結
を
意
識(

主
人
公
が
変
容
す

る)

。 

③
台
詞
だ
け
で
伝
わ
る
よ
う
に
工
夫
（
説
明

書
き[

ト
書
き]

は
書
か
な
い
）。 

④
擬
音
な
ど
も
書
か
な
い
。
台
詞
の
中
で
音

を
感
じ
さ
せ
る
表
現
を
工
夫
す
る
。 

⑤
必
ず
四
百
字
原
稿
用
紙
の
最
後
の
行
で
終

わ
る
。 

    

５ 
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      資料１（低中高学年用）作品例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      資料２（中高学年用）作品例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      資料３（高学年用）作品例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の
こ
り
一
こ
の
お
か
し 

 

弟 

お
や
つ
食
べ
よ
。 

僕 

う
ん
食
べ
よ
。 

弟 

あ
っ
、
一
つ
し
か
な
い
。 

僕 

あ
ち
ゃ
ー
。 

弟 

オ
ー
マ
イ
ガ
ー
。 

僕 

ど
う
し
よ
う
。 

弟 

し
ょ
う
が
な
い
よ
。 

僕 

う
ん
。 

弟 

あ
っ
。 

僕 

ど
う
し
た
？ 

弟 

じ
ゃ
あ
こ
う
し
よ
う
。 

僕 

な
ん
だ
よ
？ 

弟 

ゆ
ず
る
よ
。 

僕 

え
っ
、
い
い
の
？ 

弟 

う
ん
。 

僕 

で
も
。 

弟 

い
い
よ
あ
げ
る
。 

僕 

い
い
よ
。 

弟 

い
い
の
？ 

僕 

う
ん
。 

サ
プ
ラ
イ
ズ 

 

友 

宿
題
終
わ
っ
た
？ 

緑 

な
ん
で
？ 

明
日
運
動
会
や
ん
か
。 

友 

あ
ほ
や
な
あ
、
天
気
予
報
見
て
な
い
の
？ 

緑 

も
し
か
し
て…

…

。 

友 

そ
う
。
大
雨
や
で
。 

緑 

ど
う
し
よ
う
。
学
校
に
全
部
置
い
て
き
た
わ
。 

友 

山
中
先
生
に
演
技
の
後
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
す
る
こ 

と
ば
か
り
考
え
て
る
か
ら
や
で
。 

緑 

も
う
え
え
わ
、
宿
題
い
さ
ぎ
よ
く
お
こ
ら
れ
よ
。 

友 

学
校
に
取
り
に
行
け
へ
ん
の
？ 

緑 

ん
？ 

ま
だ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
私
の
パ
ー
ト 

の
動
き
、
完
成
し
て
な
い
や
ん
。 

友 

そ
れ
は
そ
う
や
け
ど…

…

あ
、
お
れ
が
取
り
に 

 

行
っ
た
る
わ
。 

緑 

あ
っ
、
行
っ
ち
ゃ
っ
た
。…

…

一
人
で
練
習
か
。 

友 

緑
！ 

緑 

え
？ 

ど
う
し
た
ん
？ 

傘
い
る
の
？ 

友 

ほ
ら
、
こ
れ
。
郵
便
受
け
に
入
っ
て
た
で
。 

緑 

な
ん
や
こ
の
袋…

…

。
あ
っ
私
の
宿
題
！ 

友 

が
ん
ば
れ
よ
っ
て
書
い
て
る
。
山
中
先
生
や
！ 

６ 
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第２時～第３時 

時間 
学習内容・学習活動 

予想される児童(生徒)の反応 

指導上の留意点（◎） 

理解のための支援(☆)、促し(・) 

非認知能力への

働きかけ 

 

 

５分 

 

 

 

 

 

導

入 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎本日学ぶことを確認 

 

 

 

◎朗読を聞くときのポイントを

確認 

 

 

 

 

◎進め方の確認をする 

・一つ一つの作品は、作者が勇

気を出して表現したもの。 

 作者の気持ちになって大切にす

る。静かに耳を傾ける 

・作品の朗読を終えたら作者へ

敬意をこめて拍手をする 

・作品の発表後、「作者の人」と

指導者が尋ねる。その時に手

を挙げて名乗り出ることも手

を挙げないことも自由 

・名乗り出たときにはさらに惜

しみない拍手をする 

 

 

 

準備：◎事前に提出された作品を

読んでおき、学習が深まるように

発表順を工夫しておく 

 

 

 

◎本日学ぶことを確認させる 

・今日はみなさんがつくったオリ

ジナルの物語・演劇の台本を朗

読します 

◎朗読を聞くときのポイントを確

認させる 

①時はいつごろか(季節・朝昼夜な

ど) 

②場はどこかわかるか 

③場面が絵になって頭の中に浮か

ぶか（動きがわかるか） 

④山場はあるか。 

⑤何がどのように変わるか。 

・一人一人が精いっぱいの努力で、

伝えようと思って表現したもの

です。その気持ちにこたえるよ

うな姿勢で、心を込めて聴きま

しょう 

・ここからは、心を込めて受けと

める、「鑑賞」の授業になります 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

態度の質に着目 

 

 

 

・他者への敬意の大

切さを意識 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

めあて：みんながつくった小さな物語を鑑賞し、良いところや気づきを交流しよう 

☆前時でまだ執筆中の児童があれば、時間を決め作品を完成させる。下はその後の展開例（第２時途中からを想定） 



令和６年６月  

示範授業用資料（武田） 

30分

～ 

50分 

 

 

展

開 

１）朗読・発表を聴く 

 

 

 

 

 

 

 

２）感想や気づきを発表する 

 

 

◎作品を指導者が朗読する 

 （回を重ねる中で作者とペアで

の朗読も可能） 

◎発表の際には、作者名は読まな 

い。発表後に、「作者の人？」 

と聞き、名乗り出たい人が主体

的に挙手できるようにする 

 

◎各作品朗読直後に、適宜の下の

発問をする 

・作品の感想や良いところ、気づい

たことを発表してください 

・特に、書き方の工夫で気づいた

ことを教えてください 

※以上を短時間で行う 

 

◎発言について、非認知能力に関す

る発信があった場合、価値づけし

てほめる 

 

・発言の質に着目 

 

・非認知能力の見

立て 

 

※他者とつながる

力 

 意思の伝わりやす

い発信 

 （他者への敬意） 

 

・子ども自身の、

他者の非認知能

力を見立てる力

に関する発言が

あった場合、そ

の視点をほめる 

   ↓ 

 「意識づけ」 

 の声掛け 

  

 

10分 

 

ま

と

め 

 

１）振り返りの共有 

 鑑賞したことを通して気づい

たことを発表しあう 

 

・次回の取組に活かす意思表明 

 

・他者の表現の巧みさを評価す

る視点など 

 

２）アンケートへ解答する 

◎本日の鑑賞を通して気づいたこ

とを発表させる 

 

 

◎まとめを共有させる 

 

 

 

 

◎アンケートへ解答させる※ 

◎気づきとそれら

の価値を共有 

※自己を高める力 

※他者とつながる

力 

に関わる発言を

ほめる 

 

 

 

 

 

 

 

 

※アンケートは、学校の教育目標に基づいた、学級で育てたい資質・能力の伸長を振り返り、自身

の非認知能力のよさを確認できる項目を意図して用意する。 

 

(6)補足 

  この指導は各学期に一度、継続実施するものであり、２回目はペアで朗読・発表する形式をと

り、３回目は３つの設定から一つを選んで創作する。 

 

子どもにとって

価値を共有した

い大人になるよ

うに振舞う 

☆人数によって第２時中には終わらず、第３時に発表がわたる。 

第３時までわたる場合は、振り返りから逆算して展開を工夫する。 

８ 


